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1．序論 

日本国内には約 17 万人の在宅酸素療法患者がおり，年々増加傾向である（三宅良昭, 

2019）．その在宅酸素療法患者の約 90％が，設置型酸素濃縮器を使用している（日本呼吸

器学会 在宅呼吸ケア白書ワーキンググループ, 2010）．酸素濃縮装置はかかりつけの医

療機関と契約のある事業者によって提供され，事業者間で機器の性能に差異があるが，そ

れを考慮されずに選択される現状がある．酸素濃縮装置に満足している患者は約 23％しか

おらず，少なくとも 20％の患者が選択できないことに不満を持っていると言われている

（日本呼吸器学会 在宅呼吸ケア白書ワーキンググループ, 2010）． 

在宅酸素療法は重症の慢性閉塞性肺疾患（COPD：Chronic Obstructive Pulmonary 

Disease）における生命予後改善（Nocturnal Oxygen Therapy Trial Group, 1980; 

Medical Research Council Working Party, 1981）や QOL の向上，運動耐容能を改善する

ことが期待されるが（Stoller JK et al., 2010），上記の状況では在宅酸素療法の効果

を十分に得られていないのではないかと推測される．またこれまでに酸素濃縮装置に具体

的に何を求めているかについての検討は十分ではない． 

今回，まず酸素供給装置の問題点を抽出しその結果を踏まえアンケートを作成し，在宅酸

素療法施行中の患者に対してアンケート調査を実施する．患者の求める機能を明確にし，

次世代装置開発を行う．その装置が患者・家族への要望に答えられているかアンケート調

査を行う.また,その装置が，患者コンプライアンス向上や身体活動性の向上につながるか

を検証する． 

 

2．方法 

現在使用されている酸素供給装置の種類を調査し，長所と短所を比較し，問題点を明らか

にした． 

その結果を踏まえ，慢性呼吸不全にて在宅酸素療法を実施中で酸素濃縮器使用している 30

名に対してアンケート調査を行い，遠隔操作，可搬性，火災予防機能，バッテリー機能，

音声案内，エコロジー性，省電力，デザイン性，ブランドイメージのそれぞれの項目を 4



段階で評価した．また，年齢，性別，背景疾患，酸素処方量で 2群に分け分析をした．有

意差検定は Mann–Whitney U test で行った．更に，上記の項目の中から酸素濃縮装置に対

して要望する機能を上位３つまで選択させそれぞれの得票率を計算し評価した． 

産学連携で新規酸素濃縮装置を開発し，患者・家族への要望に答えられているかのアンケ

ート調査を行った.また,その機器を用いた予備研究を行い，患者コンプライアンスや身体

活動性における有効性を検証する臨床研究を計画した． 

 

3．結果と考察 

酸素濃縮装置は，設置型，半可搬型，可搬型に分けることが出来た．設置型は，高流量の

酸素供給が可能で長時間使用できるが，可搬性はなく，バッテリーがない装置であれば停

電時には使用出来ないなどの短所があった．半可搬型と可搬型はさまざまな種類があり，

小型で可搬性があり自動車の電源を使用できるなどの長所があったが，低流量の酸素しか

供給できずバッテリー稼働時間に制限があるといった短所があった．液体酸素に関して

は，純酸素で電気代がかからず高流量の供給も可能であるが，定期交換が必要であり，操

作に習熟する必要がある，航空機への持ち込みが不可能などの欠点があった． 

これらの結果を踏まえ，現在使用されている装置の有している機能である遠隔操作，可搬

性，火災予防機能，バッテリー機能，音声案内，エコロジー性，省電力，デザイン性，ブ

ランドイメージの項目でアンケート調査を行った． 

アンケートを行った 30例の患者背景は，平均年齢は 72.3歳で，男女比は 21：9であっ

た．背景疾患は COPD，肺結核後遺症，間質性肺炎，肺癌，気管支拡張症であった．日常生

活動作（ADL：Activities of Daily Living）は 27名が自立していた．酸素処方量は，安

静時平均 1.10Ｌ/分で，労作時平均 2.96Ｌ/分であった．使用期間は平均値で 29.3ヶ月，

中央値で 17.5 ヶ月であった．全例が設置型酸素濃縮装置を使用していた．各項目の 4 段

階評価では，バッテリー機能，エコロジーが重視されていた．年齢，性別，背景疾患，酸

素処方量での 2群間比較では，疾患別，男女，背景疾患で有意差はなかった．72歳未満で

デザイン性が有意に重視された（p<0.05）．労作時のみの使用者で音声案内が有意に重視

され（p<0.05），労作時 3Ｌ以上で有意にブランドイメージが重視される（p<0.05）傾向

にあった． 

酸素濃縮装置に対して要望する機能を上位３つまで選択させた得票率では，バッテリー機

能が 27.4%で 1位，2位は 20.2%で可搬性，3位は遠隔操作であった． 

酸素濃縮装置は全般的にはエコロジーを意識したバッテリー機能を有する機器で遠隔操作

ができ可搬性のある機器がよいと考えられた．年齢や酸素処方量により望む機能が異なる

可能性があり患者背景に応じた酸素濃縮装置の処方し個別化治療を行う必要性が示唆され

た． 

患者からの要望を踏まえ，さらに臨床で医師が必要とする機能を有した酸素濃縮装置“さ

ざなみ”を産学連携で開発した． 



開発後の患者・家族への要望に答えられているかのアンケート調査では,要望が多かった

機能の上位３つであるバッテリー機能や屋内の可搬性，火災防止機能, 静音性において要

望に答えられていた. 

さざなみを用いたリハビリテーションの予備研究では，患者コンプライアンス向上が見ら

れ，精神面でうつ傾向が改善する傾向が見られた．今後，臨床研究を進行し有効性を確認

していく． 
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